
人類の永遠の願いである不老長寿。平均寿命が伸び、医療技術が飛躍的に進んだ現代においてもそれは遠い夢
であると思われてきた。そんな中、日本のアンチエイジング医療のトップランナーである銀座アイグラッドクリニッ
ク院長の乾雅人医師は「老化は治療が可能な疾患である」という。数多くの医師向けのセミナーなどで講演を重
ねる乾医師が語る「今が医療の一大転換期」とはどういうことなのだろうか。

「人類は老化という病を克服する」

Information

銀座アイグラッドクリニック
東京都中央区銀座3丁目11-16 
VORT 銀座イースト3階
TEL 03-6264-7550
email info@ginza-iglad.com
https://ginza-iglad.com/

Profile

乾  雅人  いぬい まさと

東京大学医学部卒。同大学医学部附属病院で初期臨床研修、外科専門研修を修了。同大学医学系大学院では
肺移植領域の研究に従事する傍ら、医療業界のプロ経営者となるべく大学病院や生命保険会社、製薬会社な
どを対象にする医療コンサルティング会社を設立。2020 年には「自然美の追求」に特化した美容皮膚科、銀座
アイグラッドクリニックを開業。「細胞の活性化」を切り口に世界中の薬液を探し求め、幹細胞治療や老化治療
薬を検証している。薬液の伝達手段にもこだわり、メソガン（ U225 ）は Needle Concept 社公認の認定指導
医を日本人で初めて取得。

乾  雅人

昨年9月に東京駅 KITTE で開催された医師向けセミナー。セミナー会場は満室で立ち見希望が出る程の盛況だったそう。

医療法人社団創雅会理事長
銀座アイグラッドクリニック院長

「
世
界
最
強
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
／

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
子︵
長
寿
遺
伝
子
︶

活
性
化
物
質
」の
実
際
の
効
果

　

実
際
に
5
デ
ア
ザ
フ
ラ
ビ
ン（TND1128

）

（100m
g

） 1C1X

を
処
⽅
し
た
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

例
１  

69
歳
・
男
性
Ｉ
型
糖
尿
病
高
血
圧

脂
質
異
常

↓ 

投
与
後
1 

週
間
程
度
で
、
収
縮
期
⾎

圧
が140m

m
H

g

か
ら110m

m
H

g
ま
で

改
善
、
内
服
し
て
い
た
降
圧
剤
を
中
⽌
。

空
腹
時
⾎
糖
も170m

g/dl

前
後
か
ら

130m
g/dl

前
後
ま
で
改
善
。
1
个
月
後

の
採
⾎
デ
ー
タ
で
はH

bA
1c

が
８
・
１
％

↓
７
・
５
％
に
減
少
、
脂
質
異
常
症
も
改

善
。
5
デ
ア
ザ
フ
ラ
ビ
ン
の
内
服
を
中
断

し
た
後
、
糖
尿
病
は
軽
度
の
悪
化
を
認
め

た
が
、
⾼
⾎
圧
や
脂
質
異
常
は
改
善
し
た

ま
ま
だ
っ
た
。
⼀
部
の
薬
剤
の
断
薬
に

成
功
し
、正
に
、⽼
化
を
治
療
し
た
結
果
、

⾼
⾎
圧
や
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
な
ど
の
⽣

活
習
慣
病
が
改
善
し
た
⼀
例
で
す
。

例
2  

85
歳
・
女
性 

慢
性
腎
不
全︵
透
析

導
入
対
象
︶　

↓ 

投
与
後
1
ヵ
月
後
の
採
⾎
で
、
腎
機

能
の
改
善
を
認
め
、
透
析
の
導
⼊
を
回

避
。
特
段
の
副
作
⽤
な
く
⽇
常
⽣
活
を

過
ご
し
て
い
る
。
腎
細
胞
の
ミ
ト
コ
ン
ド

リ
ア
活
性
に
よ
り
、
慢
性
腎
不
全
の
改
善

を
認
め
、
透
析
導
⼊
と
い
う
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
低

下
を
回
避
出
来
た
⼀
例
で
す
。

例
3  

49 

歳
・
男
性 

脊
柱
管
狭
窄
症
、頚

椎
症　

↓ 

投
与
後
数
⽇
で
頚
部
や
肩
の
痛
み
が

軽
快
。
⼀
⼈
で
は
ス
ー
ツ
の
着
替
え
や
ゴ

ル
フ
の
ス
イ
ン
グ
も
出
来
な
か
っ
た
が
、

無
理
な
く
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
特
別

に
強
⼒
な
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
活
性
に
よ
り
、

Ｎ
Ｍ
Ｎ
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
神
経
保
護

作
⽤
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
⼀
例
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
Ｎ
Ｍ
Ｎ
に
は
な
い
臨
床

効
果
が
得
ら
れ
た
症
例
が
あ
り
、
量
質
転

化
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ミトコンドリア活性の比較図

日本のアンチエイジング医療の最前線を走り続ける銀座アイグラッドクリニック
院長、乾雅人は『医療・医学・医者に対する常識、思い込みを揺さぶる』をコン
セプトに Youtubeでも情報発信をしています。Dr.Inui チャンネルでご検索く
ださい。また、PAVONE 読者の方限定で、招待制セミナーを開催しています。
詳しくは、銀座アイグラッドクリニックまでお問い合わせください。

https://ginza-iglad.com/　Mail : info@ginza-iglad.com

銀座アイグラッドクリニック院長  乾 雅人 
セミナーのお知らせ

「
5
デ
ア
ザ
フ
ラ
ビ
ン
を
処
方
す
る
外
来
」

臨
床
現
場
こ
そ
が
人
類
社
会
の
最
前
線

　

メ
ン
デ
ル
の
遺
伝
の
法
則
は
、
た
っ
た

⼀
⼈
の
丹
念
な
観
察
か
ら
⽣
ま
れ
ま
し

た
。
初
手
と
し
て
観
察
研
究
は
有
効
で

す
。
5
デ
ア
ザ
フ
ラ
ビ
ン（T

N
D

1128

）

に
よ
る
臨
床
効
果
も
同
様
に
。
同
物
質

で
治
る
⽼
化
と
、
治
ら
な
い
⽼
化
と
を
仕

分
け
る
。
そ
う
し
て
初
め
て
、
仮
説
が
⽣

ま
れ
、朧
気
な
が
ら
⽼
化
の
辺
縁
、輪
郭
を

掴
み
、
⽼
化
の
分
類
表
作
成
に
繋
が
り
ま

す
。
過
去
30
年
で
、
が
ん
治
療
は
飛
躍
的

に
進
み
ま
し
た
。
全
て
は
、
が
ん
分
類
が

世
界
統
⼀
規
格
と
な
り
、
共
通
認
識
、
共

通
⾔
語
の
下
、
膨
大
な
数
の
仮
説
検
証
が

繰
り
返
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
ま
す
。

そ
れ
故
、
こ
れ
か
ら
の
30
年
で
⼈
類
が
⽼

化
と
い
う
病
を
克
服
す
る
為
に
は
、先
ず
、

⽼
化
分
類
の
統
⼀
規
格
を
定
め
る
こ
と

が
重
要
な
の
で
す
。
⽼
化
と
い
う
病
の
疫

学
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
公
衆
衛
⽣

に
活
か
す
こ
と
が
、
も
う
ひ
と
つ
の
医
師

の
役
割
で
す
。
銀
座
ア
イ
グ
ラ
ッ
ド
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
、こ
の
認
識
の
下
、世
界
最
先

端
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
幹
細
胞
治
療
に
よ
る
細
胞
の

活
性
化
と
い
う
プ
ラ
ス
効
果
の
促
進
と
、

⽼
化
治
療
薬
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
効
果
の
除

去
と
。
相
乗
効
果
に
よ
り
、
未
来
の
医
療

の
基
準
を
作
り
に
い
き
ま
す
。
臨
床
現
場

こ
そ
が
、⼈
類
社
会
の
最
前
線
な
の
で
す
。

エネルギー（専門用語では ATP）を生成した分だけ、赤色発光する Mito Tracker 
Red 染色法。通常状態のミトコンドリアを観察したものが control と呼ばれる基準デー
タです。NMN の投与で赤色発光、即ちエネルギー（ATP）生成が確認出来ますが、
TDN1128 によるそれは、NMN の数十倍強力であることが一目瞭然です。
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「
長
寿
サ
プ
リ
が
変
え
る
未
来
」

　

細
胞
レ
ベ
ル
で
⽼
化
を
捉
え
て
み
ま

す
。
幹
細
胞
な
ど
の
特
殊
な
細
胞
を
除

き
、
通
常
の
細
胞
は
分
裂
回
数
に
限
界

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
限
界
を
迎
え
た
時

や
、
あ
ま
り
に
強
い
ス
ト
レ
ス（
戦
争
や

震
災
、
抗
が
ん
剤
投
与
、
放
射
線
被
爆
、

な
ど
）に
晒
さ
れ
た
時
、
細
胞
は
そ
の
維

持
機
能
を
停
⽌
し
て
⽼
化
細
胞
と
な
り

ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
が
ん
細
胞
に
な

ら
な
い
様
に
個
体
を
守
る
仕
組
み
で
も

あ
る
の
で
す
が
、
体
内
に
残
存
し
た
⽼
化

細
胞
は
周
囲
に
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、

糖
尿
病
や
脂
質
異
常
な
ど
の
⽣
活
習
慣

病
に
直
結
し
ま
す
。
内
臓
脂
肪
が
周
囲

に
炎
症
を
起
こ
し
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
発
症
す
る
の
と
同
じ
で
す
。
こ

の
為
、
⽼
化
細
胞
を
除
去
す
る
薬
が
開

発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
質
は
抗
が
ん
剤

で
あ
り
、医
療
機
関
で
の
慎
重
な
検
証
が

必
要
で
す
。

　

遺
伝
⼦
レ
ベ
ル
で
は
ど
う
か
。
遺
伝
学

の
本
質
は
、
単
純
な
⽣
物
モ
デ
ル
で
仮
説

検
証
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
⼈
間
の
遺
伝

⼦
に
対
し
て
絞
り
込
み
検
索
が
可
能
な

こ
と
で
す
。
単
細
胞
⽣
物
で
あ
る
酵
⺟

で
は
、sir2

遺
伝
⼦
を
活
性
化
す
る
こ
と

で
寿
命
が
30
〜
40
％
延
び
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
のsir2

遺
伝
⼦
は
、⼈

間
で
はsirtuin1

遺
伝
⼦
に
相
当
し
ま
す
。

サ
ー
チ
ュ
イ
ン
遺
伝
⼦（sirtuin1~

7

）
が

 ５デアザフラビンが変える未来

衆議院第二会館での講演の様子。一般人にも分かりやすく「老化は治る」という世界観を伝えている。

⻑
寿
遺
伝
⼦
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
世
界
中
が
サ
ー
チ
ュ
イ
ン

ブ
ー
ス
タ
ー
を
探
し
求
め
、
Ｎ
Ｍ
Ｎ
と
い

う
⻑
寿
サ
プ
リ
が
⼈
気
を
博
し
ま
す
。
⽣

命
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
95
％
を
⽣
成
す
る

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
活
性
が
も
う
ひ
と
つ
の

主
機
能
と
し
て
知
ら
れ
、
Ｎ
Ｍ
Ｎ
の
注
⽬

度
は
増
す
ば
か
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｎ
Ｍ
Ｎ
の
上
位
互

換
の
物
質
が
国
内
の
研
究
機
関
に
眠
っ

て
い
ま
し
た
。「
5
デ
ア
ザ
フ
ラ
ビ
ン（ 

T
N

D
1128

）」
と
い
う
知
財
で
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
活
性
が
Ｎ
Ｍ
Ｎ
の
数
⼗
倍
強

⼒
と
国
際
特
許
承
認
済
み
で
あ
り
、
サ
ー

チ
ュ
イ
ン
遺
伝
⼦
活
性
も
そ
の
数
倍
で

す
。
フ
ラ
ビ
ン
＝
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
の
名
前
の

通
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
⾻
格
を
有
す
る
Ｎ
Ｍ

Ｎ
と
は
別
の
物
質
で
あ
り
な
が
ら
、
⽣
体

内
の
機
能
は
Ｎ
Ｍ
Ｎ
そ
の
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
化
学
構
造
か
ら
数
百
種

類
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
可
能
で
あ
り
、
そ

の
中
で
最
良
の
も
の
がT

N
D

1128

と
名

称
さ
れ
ま
し
た
。
銀
座
ア
イ
グ
ラ
ッ
ド
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
倫
理
審
査
委
員
会
の
承

認
を
得
た
上
で
観
察
研
究
を
⾏
な
い
、実

際
に
透
析
導
⼊
の
回
避
や
、末
期
が
ん
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
改
善
、
Ｉ
型
糖
尿
病
や
難

治
性
⾼
⾎
圧
症
の
改
善
、コ
ロ
ナ
後
遺
症

の
改
善
、
認
知
症
の
改
善
、
な
ど
の
症
例

を
経
験
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
従
来

の
保
険
診
療
で
は
救
え
な
か
っ
た
事
例

で
す
。

2

3

「
老
化
は
病
気
で
あ
る
」こ
と
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　
「
⽼
化
は
治
る
」
と
い
う
表
現
を
使
う

と
、「
胡
散
臭
い
」と
思
う
⼈
は
と
て
も
多

い
は
ず
。
で
す
が
、
実
は
世
界
最
先
端
の

医
師
や
研
究
者
の
間
で
は
、
も
は
や
常
識

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
12
年
前

の
２
０
１
０
年
。
世
界
最
古
の
権
威
あ
る

学
術
協
会
の
⼀
つ
で
あ
る
ロ
ン
ド
ン
王
⽴

協
会
で
は「
⽼
化
は
治
る
」
と
い
う
認
識

が
結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

遅
れ
る
こ
と
約
10
年
、
２
０
１
９
年
に

Ｗ
Ｈ
Ｏ 

（
世
界
保
健
機
構
）
が
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―

11（
国
際
疾
病
分
類
第
11
版
）で「
⽼
化
は

治
療
対
象
で
あ
る
」
と
い
う
概
念
を
盛
り

込
み
ま
す
。
約
30
年
毎
に
Ｉ
Ｃ
Ｄ
は
改

定
さ
れ
ま
す
が
、
過
去
30
年
は
、
⼈
類
が

〝
が
ん
”
と
い
う
病
を
克
服
す
る
時
代
で

し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
の
30
年

は
、
⼈
類
が〝
⽼
化
”と
い
う
病
を
克
服
す

る
時
代
に
な
る
で
し
ょ
う
。
正
に
、
夜
明

け
直
前
で
す
。

　

実
臨
床
の
現
場
で
は
、
早
期
⽼
化
症
と

い
う
病
気
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
⽂
字
通

り
、
⽼
化
が
加
速
し
て
、
若
く
し
て
糖
尿

病
や
⾼
⾎
圧
、
筋
⼒
低
下
、
認
知
症
な
ど

の
⽼
年
症
候
群
を
発
症
す
る
病
気
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ナ
ー
症
候
群（
患
者
の
6
割
が

⽇
本
⼈
）
に
は
ウ
ェ
ル
ナ
ー
遺
伝
⼦
が
、

ダ
ウ
ン
症
候
群（ 

１
０
０
０
⼈
に
1
⼈
発

症
）に
は
23
番
染
⾊
体
ト
リ
ソ
ミ
ー
が
、等

と
、
早
⽼
症
に
は
原
因
と
な
る
遺
伝
⼦
異

常
が
同
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、「
原
因

で
あ
る
遺
伝
⼦
異
常
を
治
療
し
た
な
ら

ば
、
加
速
し
て
い
た
⽼
化
は
⼈
並
み
の
⽼

化
速
度
に
な
る
の
で
は
？
」
と
い
う
仮
説

は
⼗
分
納
得
が
い
く
も
の
で
す
。
⽼
化
と

は
、
加
速
し
た
り
減
速
し
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
巻
き
戻
る
、
動
的
な
プ
ロ
セ
ス

な
の
で
す
。
改
め
て
、
⽼
化
の
本
質
を
捉

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

先
ず
、「
加
齢
」と「
⽼
化
」は
異
な
り
ま

す
。
加
齢
に
対
応
す
る
概
念
は
、
暦
年
齢

で
あ
り
、
⼀
定
の
速
度
で
⼀
⽅
向
性
に
進

⾏
し
ま
す
。
⼀
⽅
で
⽼
化
に
対
応
す
る

そ
れ
は
、
⽣
物
学
的
年
齢
で
あ
り
、
先
述

の
如
く
可
逆
的
で
す
。
こ
の
⽣
物
学
的
年

齢
を
計
測
す
る
物
差
し
と
し
て
、従
来
は
、

体
組
成
年
齢
、
⾎
管
年
齢
、
肌
年
齢
な
ど

が
⽤
い
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は

個
体
を
作
る
設
計
図
で
あ
る
遺
伝
⼦
の

状
態
を
計
測
す
る
こ
と
で
、
よ
り
実
態
を

反
映
し
た
計
測
が
試
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
⼀
⼝
に
⽼
化
と
⾔
っ
て
も
、
個

体
の
⽼
化
、
細
胞
の
⽼
化
、
遺
伝
⼦
の
⽼

化
、
は
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
が
ん
細

胞
。
細
胞
と
し
て
は
不
⽼
不
死
で
す
が
、

個
体
に
と
っ
て
は
害
悪
そ
の
も
の
で
す
。

⽼
化
に
つ
い
て
議
論
す
る
時
、
個
体
、
細

胞
、
遺
伝
⼦
の
ど
の
階
層
の
議
論
か
を
混

同
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
⽼
化
の
本
質
を

正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重

要
な
の
で
す
。

老
化
が
克
服
さ
れ
る
こ
と
で

医
療
の
常
識
、社
会
に
⾰
命
が
起
き
る

　

⽇
本
⼈
の
死
因
の
第
⼀
位
は「
が
ん
」

で
す
が
、
タ
バ
コ
に
よ
る
肺
が
ん
リ
ス
ク

は
男
性
で
４
・
８
倍
、
⼥
性
で
３
・
９
倍

で
す
。
受
動
喫
煙
で
１
・
３
倍
。
⼀
⽅
、

⽼
化
に
よ
る
肺
が
ん
リ
ス
ク
は
１
０
０
〜

１
０
０
０
倍
で
す
。
如
何
に
、
⽼
化
と
い

う
リ
ス
ク
が
突
出
し
た
危
険
因
⼦
か
は
⾃

明
で
す
。
加
え
て
、
⽼
化
と
は
、
⽼
年
症

候
群
の
原
因
で
あ
り
、
万
病
に
共
通
す
る

唯
⼀
の
リ
ス
ク
で
も
あ
り
ま
す
。

　

い
い
換
え
る
な
ら
ば
、
⽼
化
を
治
療

す
る
こ
と
で
、
万
病
の
リ
ス
ク
が
１
／

１
０
０
〜
１
／
１
０
０
０
に
な
る
の
で
す
。

分
か
り
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
⽣
き

る
こ
と
は
⼀
定
の
道
幅
を
歩
み
続
け
る

様
な
も
の
で
す
。
⽼
化
に
よ
り
、
そ
の
道

幅
が
徐
々
に
狭
く
な
る
と
想
像
し
て
下
さ

い
。
⾼
⾎
圧
や
糖
尿
病
、筋
⼒
低
下
な
ど
、

ひ
と
た
び
道
を
踏
み
外
し
た
ら
、
元
に
戻

る
の
は
困
難
で
す
。
従
来
の
医
療
は
、
狭

く
な
っ
た
道
幅
の
中
で
微
調
整
を
し
て
い

る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

⼀
⽅
で
、
⽼
化
そ
の
も
の
に
対
す
る
治

療
と
は
、
そ
の
道
幅
を
も
う
⼀
度
広
げ
る

こ
と
に
相
当
し
ま
す
。
⽼
化
治
療
と
は
、

安
全
域
の
再
確
保
と
も
⾔
え
ま
す
。
更

に
、
従
来
の
⻄
洋
医
療
は
臓
器
ご
と
の
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
性
に
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
⾼
⾎
圧
治
療
と
し
て
の
降
圧
薬
。

⼀
部
の
薬
剤
は
腎
臓
に
負
担
を
掛
け
た

り
、
脳
⾎
流
の
低
下
に
よ
り
認
知
症
リ
ス

ク
を
上
昇
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
⼀
⽅
で
、
⽼
化
そ
の
も
の
の

治
療
は
、
⼼
臓
に
も
腎
臓
に
も
脳
に
も
良

い
。
部
分
最
適
で
は
な
く
全
体
最
適
、
対

症
療
法
で
は
な
く
根
本
治
療
な
の
で
す
。

こ
れ
は
何
も
夢
物
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
遠
く
な
い
未
来
、
全
社
員
が
60
歳

以
上
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
台
頭
し
た

り
、
60
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
レ
ジ
ャ
ー

産
業
が
市
場
と
し
て
成
⻑
し
て
き
た
り
す

る
で
し
ょ
う
。
若
い
⽅
に
と
っ
て
も
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
の
変
更
が
余
儀
な
く
さ
れ
、
健

康
寿
命
≒
寿
命
と
な
る
未
来
が
⾒
え
て

き
ま
す
。

2019年にWHOが公表したICD-11
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